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熱い戦い
6月 12日、13日に、階上町を主会場に第
62回三戸郡総合体育大会が開催され、熱
戦が繰り広げられました。

（4ページに関連記事）
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はしかみ Hot! ニュース
　

町
は
五
月
二
十
八
日
で
、
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
以
来
、
死
亡
事

故
が
な
く
、
千
日
達
成
は
、
十
年

七
月
三
十
一
日
以
来
、
三
度
目
、

十
二
年
ぶ
り
の
達
成
と
な
り
ま
し

た
。

　

五
月
二
十
八
日
の
零
時
に
は
、

庁
舎
前
に
交
通
安
全
関
係
者
約

二
十
人
が
集
ま
り
、
千
日
達
成
の

瞬
間
を
祝
い
ま
し
た
。
浜
谷
町
長

は
「
多
く
の
方
の
協
力
の
も
と
、

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。
一
日
一
日

と
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
日
に
は
、
青
森
県
警
で

交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
交
通
安

全
母
の
会
に
感
謝
状
が
、
八
戸
警

察
署
で
交
通
安
全
協
会
階
上
支
部

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
三
日
に
は
、
関
係
者
が
役
場

を
訪
れ
、
町
長
に
表
彰
を
報
告
。

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
畑
中

弘
實
会
長
は
、
母
の
会
に
よ
る
手

づ
く
り
の
お
守
り
の
配
布
や
死
亡

事
故
ゼ
ロ
の
独
自
の
の
ぼ
り
旗
を

掲
げ
る
な
ど
交
通
安
全
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
こ
れ

ま
で
の
一
一
六
六
日
の
記
録
を
更

新
し
、
千
五
百
日
達
成
を
目
標
に

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
で
丸
三
年
、

二
十
三
年
十
月
九
日
で
千
五
百
日

を
達
成
し
ま
す
。

　

六
月
二
十
日
、
八
戸
市
第
三
魚

市
場
で
、
第
二
十
二
回
八
戸
地
区

消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
、
八
戸
市
、
階
上
町
で
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
予
選
会
を
勝
ち

抜
い
た
、
計
八
チ
ー
ム
約
五
十
人

が
出
場
し
、
二
部
門
で
消
防
技
術

の
正
確
性
や
早
さ
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
第
五
分
団
（
登
切
）

が
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
初

優
勝
、
第
一
分
団
（
小
舟
渡
）
が

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
二
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持

つ
傍
ら
、
熱
心
に
訓
練
し
た
成
果

を
発
揮
し
、
見
事
、
予
選
を
突
破

し
た
両
分
団
は
、
七
月
十
九
日
に

五
戸
町
小
渡
平
公
園
で
行
わ
れ
る

三
八
地
区
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

十
二
年
ぶ
り
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成

五
分
団
が
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
初
優
勝

第
22
回
八
戸
地
区
消
防
団
消
防
操
法
大
会

（上）庁舎前で交通安全母の会が願いを込めて折った千羽
鶴のついたくす玉を割る関係者
（下）笑顔で1,000日達成を喜ぶ関係者。前列左から上野
正蔵交通安全協会階上支部長、浜谷豊美町長、畑中弘實交
通安全対策協議会長、後列左から三島栴治交通指導隊階上
支隊長、阿部栄子交通安全母の会長

消防ポンプ自動車の部で初優勝した第5分団（登切）

小型動力ポンプの部で2位に入賞した第1分団（小舟渡）
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1.	焼肉をほおばる来場者。ラム肉、
牛肉とも好評だった	

2.	二人前の階上早生かけそばの早
食いに会場からはたくさんの声
援が飛んだ	

3.	盛りあがった多岐川舞子歌謡
ショー

4.	植樹を行う関係者

はしかみ Hot! ニュース
　

六
月
五
日
、
六
日
、
交
流
の
森

広
場
で
、
第
十
三
回
臥
牛
山
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外

か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ
ら
が
訪

れ
、
青
空
の
下
で
焼
肉
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

家
族
六
人
で
来
た
赤
保
内
小
学

校
二
年
の
谷
川
淳あ
つ
き妃
さ
ん
は
「
家

族
で
焼
肉
を
食
べ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
お
い
し
い
で
す
」

と
に
っ
こ
り
。

　

ま
た
、
首
都
圏
で
活
動
中
の
、

町
出
身
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

デ
ュ
オ
「
び
ぃ
だ
ま
」
の
古
屋
敷

裕
大
さ
ん
と
上
山
友
己
さ
ん
が
ラ

イ
ブ
を
行
い
、
地
元
の
温
か
い
声

援
を
受
け
ま
し
た
。
階
上
中
学
校

三
年
の
秋
山
怜れ
い
な奈
さ
ん
は
「
声
が

素
敵
。
先
輩
と
し
て
あ
こ
が
れ
ま

す
。
多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念

　

六
月
五
日
、
町
緑
化
推
進
委
員

会
で
は
、
町
制
施
行
三
十
周
年
を

記
念
し
て
、
森
の
交
流
館
と
駐
車

場
を
つ
な
ぐ
、
交
流
の
架
け
橋
の

遊
歩
道
周
辺
に
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
な
ど
二
十
本
を
関
係
者
が
植
樹

し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
八
人
の
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
う

第
13
回 

臥
牛
山
ま
つ
り

頑張っています！

今後の活躍を期待します！

　臥牛山まつりでライブを行った、町出身のアコースティックデュオ
「びぃだま」のお二人にインタビューしました。

■ライブを終えての感想
　上　山さん　応援してくれる方々を目の前にして胸がいっぱいに　
　　　　　　　なりました。
　古屋敷さん　楽しかったです。地元のあったかさを感じました。
■メッセージ
　ふるさとはいつ帰ってきてもいい町です。地元に残っている若い人
も少ないので、帰ってきたときには、自分たちでも何か元気になれる
ようなことができればいいと思っています。
　毎月帰省し、八戸市内のイベント
やライブハウスなどでライブ活動を
行っているので、ぜひ足を運んでくだ
さい。応援よろしくお願いします！

profile

古
ふ る や し き

屋敷裕
ゆ う た

大さん（左）（野場中・25歳）

上
かみやま

山　友
ゆ う き

己さん（右）（荒　谷・26歳）
　八戸東高等学校在学中に知り合い、音
楽活動をスタート。東京の国

くにたち

立音楽院に
そろって進学し、本格的に音楽を学ぶ。
　2006年レコード会社のシンガーソン
グライターコンテストで特別賞受賞。
2008年オリジナルアルバム発表。同年
12月公開の映画「傘」の主題歌担当。
　現在、メジャーデビューを目指し、都
内を中心にライブ活動を展開中。　

１

2 3

4
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はしかみ Hot! ニュース
　

六
月
十
二
、十
三
日
、
階
上
町

を
主
会
場
に
、
第
六
十
二
回
三
戸

郡
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、

六
町
村
の
選
手
が
十
六
競
技
二
十

種
目
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か

み
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
浜

谷
町
長
が
「
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

揮
し
、
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
ま
た
、
体
育
振

興
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
当
町
か

ら
は
、
三
戸
郡
体
育
功
労
者
に
、

桑
原
裕
さ
ん
（
陸
上
）、
大
渡
昌

子
さ
ん
（
同
）、
大
江
由
蔵
さ
ん

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）、
三
戸
郡
社
会

体
育
優
良
団
体
に
町
卓
球
協
会
、

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

階
上
町
選
手
団
は
、
相
撲
、
柔

道
を
除
く
、
十
四
競
技
十
七
種
目

に
出
場
。
昨
年
を
上
回
る
種
目
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
、
総
合
四
位

で
し
た
。

　

来
年
は
、
新
郷
村
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競
う

お
も
て
な
し
の
心
で
町
を
ガ
イ
ド

第
62
回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会

「
階
上
売
り
込
み
隊
」
が
発
足

海と山に囲まれた
自然豊かな階上町
の魅力を伝えてい
こうと事業内容な
どについて、熱心
に話し合う会員。
観光面での活性化
も期待されます

陸上競技女子総合
陸上競技女子400ｍリレー（1’00”26）
卓球女子、ボウリング
軟式野球、バレーボール男子
サッカー、家庭婦人バレーボール
陸上競技男子総合
陸上競技男子年齢制限なし800ｍリレー（1’47”09）
陸上競技男子年齢別混成400ｍリレー（51”54）
バレーボール女子、弓道、剣道、ゲートボール

1位

2位

3位

階上町選手団主な成績（上位入賞）

　

六
月
二
十
三
日
、
町
を
訪
れ
た

人
に
階
上
の
魅
力
を
伝
え
て
い
こ

う
と
、「
階
上
売
り
込
み
隊
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
お
も
て
な
し
の

心
で
町
の
良
さ
を
わ
か
り
や
く
Ｐ

Ｒ
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ

イ
ド
の
会
で
す
。

　

漁
協
で
行
わ
れ
た
組
織
会
に
は

町
水
産
振
興
協
議
会
会
員
と
趣
旨

に
賛
同
し
た
有
志
ら
十
五
人
が
出

席
。
会
長
に
有
谷
升
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
八
戸
地

域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
地
域

活
性
化
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、

の
ぼ
り
旗
や
ガ
イ
ド
資
料
の
作

成
、
ガ
イ
ド
用
ベ
ス
ト
な
ど
を
そ

ろ
え
る
予
定
で
す
。

　

売
り
込
み
隊
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、

七
月
二
十
四
日
の
い
ち
ご
煮
祭
り

に
併
せ
て
行
わ
れ
る
、
Ｊ
Ｒ
「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
業
」
で
、
首

都
圏
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
約
六
十

人
を
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

　

今
後
は
海
岸
だ
け
で
な
く
、
町

全
体
の
ガ
イ
ド
も
で
き
る
よ
う
に

会
員
の
研
修
や
活
動
を
広
げ
て
い

く
予
定
で
、
会
長
の
有
谷
升
さ
ん

は
、「
ま
ず
は
会
員
が
楽
し
み
な

が
ら
、
階
上
を
売
り
込
ん
で
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
売
り
込
み
隊
で
は
会
員
も
募

集
中
で
す
。
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はしかみ Hot! ニュース
　

五
月
三
十
日
、
金
山
沢
小
学
校

（
横
田
英
穂
校
長
）
で
学
区
合
同

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
来
年
三
月
で
閉
校
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
が

最
後
の
運
動
会
。

　

青
空
が
広
が
り
、
絶
好
の
運
動

会
日
和
と
な
っ
た
こ
の
日
、
児
童

十
九
人
は
競
技
に
応
援
に
精
一
杯

汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区

運
動
会
も
合
同
で
行
わ
れ
、
多
く

の
住
民
が
競
技
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

六
月
一
日
と
二
日
、
道
仏
中
学

校
（
仁
科
源
一
校
長
）
全
校
生
徒

百
三
十
九
人
は
、
地
域
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
同
校
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
学
年
縦
割
り
の
六
班
に

分
か
れ
、
学
区
の
海
岸
や
道
路
の

ご
み
拾
い
、
道
仏
公
民
館
、
保
育

園
な
ど
地
域
の
施
設
の
清
掃
な
ど

を
二
日
間
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

小
舟
渡
海
岸
の
ご
み
拾
い
を
し

　

六
年
生
の
大お
お
に
し西
千ち

ひ
ろ尋
さ
ん
は

「
閉
校
は
悲
し
い
け
ど
、
最
後
だ

か
ら
こ
そ
一
生
懸
命
や
っ
て
、
思

い
出
に
残
る
よ
う
に
し
た
い
。
赤

組
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り
た
い
」

と
気
合
十
分
。

　

ま
た
、
閉
校
記
念
に
、
児
童
が

チ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
案
。

五
、六
年
生
が
一
つ
ひ
と
つ
フ
ェ

ル
ト
で
手
づ
く
り
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
腕
に
つ
け
、

応
援
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。

た
、
三
年
生
の
城じ
ょ
う
し
た下

未み

き季
さ
ん
は

「
ご
み
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
び
っ

く
り
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
普
段

も
気
が
付
い
た
ら
拾
う
よ
う
に
し

た
い
。
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

活
動
二
日
目
に
は
、
町
民
課
職

員
に
よ
る
出
前
講
座
が
行
わ
れ
、

ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
集
め
た
ご
み
の
分
別
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

最
後
の
運
動
会

全
校
生
徒
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

マ
ッ
ク
ス
で 

金
小
魂 

最
終
決
戦
！

ま
ち
づ
く
り

地
域
懇
談
会

道
仏
中
学
校

　

六
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
に

か
け
て
の
四
日
間
、
町
内
四
カ
所

で
ま
ち
づ
く
り
地
域
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
三
年
ぶ
り
の
実
施

で
、
各
会
場
で
は
、
町
担
当
者
が

総
合
振
興
計
画
の
概
要
や
、
今
年

度
の
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を
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し
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方
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る
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と
を
目
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に
、
全
国
各

地
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
当
町
で
は
、
家
屋
調
査
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高
齢
者
訪
問
な
ど
の
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に
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り
、
民
泊
農
業
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、
施

設
見
学
、
町
職
員
と
の
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ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
方

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
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海岸のごみを拾う生徒

町職員とワークショップを行う研修生（右から2人目） 懇談会のようす

親子対抗リレーを楽しむ児童と保護者
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価結果を公表します
〇協働のまちづくり支援事業　町内で組織された団体等が行う、まちづくりのソフト事業に対して補助金を交付。
　補助金は、補助対象経費の 2 分の 1 以内で上限 10 万円。
〇地区計画推進交付金事業　各地区で策定された地区計画を推進し、地域の特徴を生かした新たなまちづくりを
　行うための行政区への交付金。交付金額は、均等割 7 万円に世帯割を加算し、限度額内で交付。

【問い合わせ】総務課企画財政グループ　☎ 88-2113

事業名 主な評価内容

■地区計画推進交付金事業

助成団体
（助成金額）

道路舗装等整備
事業

ごみ箱製作設置
事業

交付金額

全体的な
使途

各行政区
（30万円限度）

各行政区
（10万円限度）

・私道整備事業との違いを明確にする必要がある。
・工事業者による施工であり住民参画はほとんど見られない。安全問題

の点から作業には参画しなくてもよい。（最低限ヘルメットという安
全指導を！ ）

・毎年製作し、設置個所が増えることにより、
収集の手間が増えて収集委託料が増大するよ
うでは困る。

・個人負担金の有無、材質や大きさなどは、地
域での必要性、特性によりさまざまであるた
め、町内で統一することは難しい。

・ごみ箱を共同で使用することにより、お互いに掃除したり、大切にし
なければという共助の心が生まれることが大切。

【140,000円】角柄折、田代、晴山沢、平内、荒谷
【170,000円】金山沢、鳥屋部、大蛇、追越、榊
【200,000円】赤保内、駅前、道仏、小舟渡
【240,000円】石鉢、蒼前、野場中、耳ケ吠西、耳ケ吠東
・草刈りなどの作業中の事故の補償について以前から問題となっていたため、21年度は全行政区

が自治会保険に加入し、万一に備えた。
・草刈り時の燃料支給。その他、草刈機の替刃や草刈機の購入、花苗の購入、看板や掲示板の製

作など、環境美化に係る使途がほとんどである。
・一部地域では、道路などのハード事業に全面的に投資しているようだが、ひとつぐらいコミュ

ニティ活動（ソフト事業）を実施し、コミュニティの形成を図った方がよい。
■石鉢、蒼前、野場中行政区（合同事業）
　　石鉢小学区で、あいさつ運動を合同で展開し、のぼ

り旗を共同で購入。「あいさつをしよう」の看板を製
作設置した。

■野場中行政区　血圧計設置（石鉢ふれあい交流館）、
　　　　　　　イベントのための食品衛生に係る受講
　　　　　　　料や許可申請料

■金山沢行政区　イワナの放流、「川をきれいに」の看
　　　　　　　板設置、祭のスタッフジャンパー、除
　　　　　　　草剤用散布機購入

■赤保内行政区　防災用グッズの購入、伝統芸能（駒踊
　　　　　　　りによる墓念仏）の普及

■大　蛇行政区　歴代功労者札（地区内の歴代町三役、
　　　　　　　議員、区長、民生委員など）

あいさつ運動
ののぼり（石
鉢、蒼前、野
場中）

駒踊り（赤保内）

イワナの放流（金山沢）

※行政区の世帯数により、
交付金額は異なります。

各地区の
取り組み

協働のまちづくり
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21年度 まちづくり事業の評
協働のまちづくり

　21 年度の「協働のまちづくり支援事業」ならびに「地区計画推進交付金事業」について、町民会議の
皆さんより評価していただきましたので、その結果を公表します。
　なお、紙面の都合上、コメント等の掲載は主なところのみとさせていただきます。

■協働のまちづくり支援事業

大蛇地区夏祭り

ハッピーはつらつ
健康づくり事業

健康づくり交流
会活動

健康体操教室

盆踊り大会復活
事業

団地名標柱製作
設置事業

「川をきれいに」
看板設置事業

環境美化備品（刈り
払い機）購入事業

大蛇地区夏祭り
実行委員会
（10万円）

ハッピーはつ
らつ道場

（5万円）

石鉢健康づくり
交流会（3万円）

田代せせらぎ
健康会

（10万円）

鳥屋部・角柄折
合同盆踊り実行

委員会
（10万円）

赤保内行政区
（7万5千円）

道仏行政区
（10万円）

榊行政区
（10万円）

・地域の夏祭りが定着し、地域だけの力で行わ
れていくことはすばらしい。

・引き続き地域活性化のため（灯篭流しも含め
て）に頑張ってほしい。

　　　　　　　　　　　　　※21年度で補助終了

・健康づくりの自主活動団体として、広く町民
に波及効果があった。

・補助終了後も、会費を引き上げて、事業内容
を工夫しながら活動している。

　　　　　　　　　　　　　※21年度で補助終了

・補助申請した時点とは、活動内容や趣旨がずれた形となってしまい非常
に残念。

・農閑期の健康づくりを地域ぐるみで行うとい
う趣旨で設立されたが、夏場も通して体操し
たいという積極的姿勢のもと、年間を通して
体操が行われている。

・八戸市内の体操講師を招いて、健康維持、メタ
ボ対策、介護予防など各自で目標を持って参加
し、取り組みの意志の強さに感心させられる。

・「地区まちづくり計画」策定の際、地域の盆踊
りを復活させたいという話から、15年ぶりに
見事に復活を成し遂げた。事業実施にむけ、
実行委員会の組織から当日までの準備や打ち
合わせは大変なご苦労であったと思われる。

・他地区の良い見本となる事例である。
・他に事例のない良い取り組み、他地域にも波

及してほしい事例。
・自分たちの困っていることを問題として取り

上げ、自分たちで解決することこそ、協働の
まちづくりである。

・団地住民によって設置された点も評価すべき。
・地域を流れる道仏川に、鮭が遡上することを

願って看板を設置したのは良いこと。
・看板設置で終わるのではなく、川がきれいに

なるような（掃除）取り組みや放流した鮭が
遡上しているかなど、その後の観察などの取
り組みを今後継続していけばさらによい。

・地域で大切に管理されながら、地域の美化のために活躍させてほしい。
有効活用されてはじめて補助購入の意義がある。

事業名 主な評価内容助成団体
（助成金額）
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国民健康保険税についてのお知らせです
非自発的失業者の国保税の軽減措置について国保税の税率が変わります

　自己都合以外等の理由で会社を退職された方で、
雇用保険受給資格者証をお持ちの方は、申請により
国保税の軽減措置が受けられます。
■対　　象
　国保加入者で、21年3月31日以降に離職し、下記
　要件に該当する方
　・離職日時点で65歳未満の方
　・雇用保険受給資格者証の離職理由コードが以下
　　の方
　　特定受給資格者（コード：11,12,21,22,31,32）
　　特定理由離職者（コード：23,33,34）
■軽減内容
　前年の給与所得を30％に減額算定します。
■軽減期間
　離職した日の翌日から翌年度末まで。
　期間中、就職によって職場の健康保険に加入し、
　国民健康保険を脱退すると終了となります。
■申請方法
　①雇用保険受給資格者証②印鑑を持参の上、保健
　福祉課健康増進グループに申請ください。

■口座振替できる町税等
　軽自動車税、固定資産税、町・県民税、国民健康
保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料
■取扱金融機関　
　青森銀行（本・支店）、みちのく銀行（八戸市内）、
青い森信用金庫、八戸農業協同組合階上支店、青森
県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ
銀行

　一定の事業を行う個人に対し、原則として前年
の所得をもとに課税される県の税金です。
■納める額
　事業種類により、課税所得の3～5％
■納入方法
　地域県民局から送付される納税通知書により、
原則として8月と11月の2期に分けて納めていただ
きます。
　※便利で安全・確実な口座振替の申し込みを受
　　け付けています。お早めにお近くの取り扱い
　　金融機関や地域県民局県税部までお申し込み
　　ください。

7.1％
（6.1％）

38.0％
（35.0％）

26,000円
（24,000円）

28,000円
（27,000円）

50万円
（47万円）

所得割：所得割算定基礎額（前年の所得金額－基礎控除33万円）×税率
資産割：固定資産税額×税率
均等割：加入者１人当たり
平等割：１世帯当たり

取扱金融機関に口座振替申込用紙と預貯金通
帳使用印鑑、納税通知書を持参の上、お申し
込みください。
※各納期の前月末日までにお申し込みください。
なお、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料は第2期分からの開始となります。

1.7％
（1.8％）

13.0	％
（14.0％）

6,500円
（7,000円）

6,400円
（9,000円）

13万円
（12万円）

1.6％
（1.3％）

12.0％
（12.0％）

9,700円
（9,700円）

6,000円
（5,800円）

10万円
（10万円）

　国保財政の安定的な運営を図るため、下記のとお
り改正しました。ご理解とご協力をお願いします。

■22年度国保税税率　※(	　)内は前年度

課税内容：町民課税務グループ　☎88-2129／納付相談：町民課税務グループ　☎88-2114
国保全般：保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219

【問い合わせ】町民課 税務グループ　☎88-2114

【問い合わせ】三八地域県民局県税部課税第一課　
☎ 27-5111（内線 210）

所得割

資産割

均等割

平等割

限度額

医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

問い合わせ

便利！安全！確実！
納税には便利な口座振替をご利用ください 個人事業税について
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農業者年金に加入し
安心で豊かな老後を！

❾

70～74歳の対象者の方に、７月末までに
22年度国保高齢受給者証を郵送します。

○21年度以前の有効期限の切れた高齢受給者証は、
返却するか、もしくは氏名等が確認できないよう
にして破棄してください。

○７月末までに高齢
受 給 者 証 が 届 か な
い場合は、お早目に
保 健 福 祉 課 ま で ご
連絡ください。

■加入資格要件
　国民年金の第１号被保険者で、年間 60 日以上農
業に従事する 60 歳未満の方であれば、誰でも加入
できます。農地を持っていない農業者や家族従事者
も加入できます。
■保険料
　月額 2 万円から 6 万 7 千円まで、千円単位で自
由に設定でき、いつでも変更することもできます。
また、全額社会保険料控除の対象となります。
■年金給付
　原則 65 歳に達したときに、それまで納めた保険
料とその運用益に応じた年金額を生涯受けとること
ができます。

保険料について：町民課税務グループ　　　☎88-2129
制度全般について：保健福祉課福祉グループ　☎88-2115

【問い合わせ】保健福祉課健康増進グループ
　☎88-2219

【問い合わせ】農 業 委 員 会　☎88-2946
八戸農協階上支店　☎88-2221

問い合わせ

国保からのお知らせ

高齢受給者証が更新されます

65 歳以上の皆さまへ 介護保険料についてのお知らせです
■保険料基準額（月額）の算定方法

　階上町で必要な介護サービスの総額 20％ 

　　　　階上町の第 1 号被保険者数

■ 22 年度の介護保険料
　基準額をもとに低所得の方に重い負担とならないよう、前年の所得等や世帯状況（４月１日または資格
取得日現在）に応じて７段階の保険料が定められています。

　所得段階	 対　象　者	 保険料率	 保険料（円）

÷ 12 カ月＝ 4,500 円（年額54,000円）
　　　　　　　　　特別対策により国が64円を負担します。

22年度基準月額　4,436 円

1

2

3

4

5

6

7

基準額
4,436円

×0.5

× 0.725

× 1

× 1.25

× 1.5

× 1.98

年	額				（月	額）		
26,616(2,218)

38,592(3,216)

53,232(4,436)

66,540(5,545)

79,848(6,654)

105,396(8,783)

生活保護受給者等の方
老齢福祉年金の受給者で、世帯全員が住民税非課税の方
世帯全員が住民税非課税で、本人の「前年の合計所得金額＋
課税年金収入額」が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、第2段階対象者以外の方

世帯に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税の方

前年合計所得金額が200万円未満の方

前年合計所得金額が200万円以上400万円未満の方

前年合計所得金額が400万円以上の方

本人が
住民税
課税
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階上町高齢者サポートセンター
高齢者サポートセンターは、支援を受けたい方（依頼会員）と生活介護支援サポーター（サポー
ター）のネットワークを作り、地域のみんなで高齢者の生活を支えあう事業です！

■後期高齢者医療被保険者証の変更について
　　21 年中の所得状況により、負担割合の変更となる方については、8 月から使用する新しい被保険者証を 
　7 月中に郵送します。

■保険料の減免について
　天災その他特別の事情等で保険料の納付が著しく困難になった場合は、申請により保険料の減免を受けら
れることがあります。お早めにご相談ください。

住民税非課税世帯に属する方
【低所得区分Ⅰ】世帯員全員が住民税非課税である方のうち、世帯全員の各所得金額が
全て 0 円の方（公的年金の場合は 80 万円以下）および老齢福祉年金受給者

【低所得区分Ⅱ】世帯員全員が住民税非課税である方
■申請手続き　印鑑、被保険者証を持参の上、保健福祉課で手続きをして下さい。
現在お使いの認定証は、7 月末で有効期限が切れます。
前年の所得状況等により引き続き低所得Ⅰ・Ⅱと判定された方については、７月中に新
しい認定証が交付されますので、更新手続きの必要はありません。

■後期高齢者医療限度額適用・標準負担減額認定証について
　　この認定証を医療機関の窓口に提示すると、入院時の自己負担限度額と食事代が減額されます。

高齢者サポートセンター
（見心園在宅介護支援センター内）

 

サポーター
の紹介 活動の依頼

登録・申し込み

利用料金の支払い（1時間500円）

掃除や買い物
を手伝ってほ
ほしい。

<サポートセンターの仕組み>

依頼会員 サポーター事前打ち合わせ・支援活動

登録・講習

いいですよ！

入会資格

支援活動

料　　金

交付を受けら
れる方
＜申請が必要です＞

既に交付を受
けている方

【依頼会員】町内在住の65歳以上の方で支援を必要とする方
【サポーター】養成研修を修了した生活介護支援サポーター
・病院、薬局への同行
・家事援助（掃除、調理、買い物等）
・住宅、庭の維持管理
・その他依頼会員に対して必要な支援
1時間　500円

後期高齢者医療制度加入の皆さまへ

申し込み・問い合わせ

保健福祉課福祉グループ
　　　　　　　☎ 88-2115

高齢者サポートセンター
（見心園在宅介護支援センター内）
　　　　　　　☎ 88-3355

を開設します

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219
　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017-721-3821
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「集落協定等の実施状況」を公表します
■中山間地域等直接支払制度とは
　中山間地域等の対象地域において、傾斜地等の農業生産条件が不利な農地で、５年以上農業生産活動を
営む農業者等に耕作面積に応じて交付金等を支払う制度です。

21 年度中山間地域等直接支払交付金は、町内 22 集落に対して 14,199,826 円が交付されました。

　日本政策金融公庫青森支店では、7月 8日（木）から農業関係融資相談や農業
経営全般に関する出張相談窓口を開設します。
　■日時：毎月第 2、4 木曜日（祝日は翌営業日開設）　13:00 ～ 16:00
　　　　　　※完全予約制です。前週の金曜日までにご予約ください。
　■場所：県三八地域農林水産部（八戸市尻内町鴨田７　八戸合同庁舎内）
　■予約・問い合わせ：日本政策金融公庫青森支店農業食品課　☎ 017-777-4211

平成 21 年度中山間地域等直接支払交付金

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

田 代
金 山 沢
与 伝
野 場
小 松 倉
伴 蔵
鎌 津 倉
大 峠
上 ノ 山
晴 山 沢
平 内
鳥 沢
水 溜
大 上
柳 沢
田端・鹿糠下
松 森
下 天 摩
道 仏
上 野
牛 河 原
程 熊

2,832,637
344,300

91,603
277,971

1,727,961
124,883
707,082

81,344
544,219
722,265

1,208,423
583,070
745,389
647,314
286,816
477,756
385,913
462,581
535,411
424,102
240,044
748,742

273,543
53,797
14,313
43,433
107,616
19,513
46,416
12,710
32,394
112,854
167,419
37,826
97,224
67,382
44,815
72,812
60,299
54,886
83,658
66,266
37,507
44,568

49,561

99,925
　

39,425
　

32,394

24,161
32,787
11,842
20,776

　

　
10,703

　
　
　

44,568

223,982
53,797
14,313
43,433
7,691
19,513
6,991
12,710

　
112,854
111,500
5,039
85,382
46,606
44,815
72,812
60,299
44,183
83,658
66,266
37,507

7,840

31,758

協 定 締 結
集　　 落

交付金額
       （円） 田の急傾

斜地面積
田の緩傾
斜地面積

うち
加算面積

畑の緩傾
斜地面積

交付対象農用地面積 （㎡）

22 集落 266 戸 14,199,826 1,551,251 366,142 1,153,351 7,840 31,758

22 年度から 26 年度までの 5 年間　第 3 期対策がスタート。
実施するには、新たに認定申請が必要です。

【問い合わせ】
　産業振興課産業振興グループ　☎88-2116

農業関係相談窓口を開設します
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医療費の助成を行うことにより、ひとり親家庭等の
福祉の増進を図ることを目的とした制度です。

■給付対象者　母子家庭の母および児童、父子家庭
の父および児童、父母のいない児童

　　　　※いずれも18歳に達した年の年度末まで
■給付額　各医療保険を使用して支払った医療費の

自己負担額のうち、次の額を支給します。
　・児童：全額給付
　・父および母：保険医療機関ごとに、1カ月につ

　き1,000円を超えた額に相当する額
　　　　※入院時食事療養費は助成対象外です。
■手続き　印鑑、健康保険証を持参の上、保健福祉

課に申請ください。受給者は、7月30日(金)まで
に受給資格証の更新手続きをしてください。

　【問】保健福祉課福祉グループ　☎ 88-2641

　階上町人権擁護委員が、町内の保育園で園児や
保護者と花植えを行いました。
　この活動は、園児が自分たちの手で花の苗を植
え、水やりなどの世話をしながら育てることで、
命の大切さについて学ぶことを目的に行ってお
り、　今年は「マリーゴールド」の苗を植えました。
　また、家族の方々とまいて頂くように「松葉牡
丹」と「アスター」の種を配布しました。

　この活動を通じて
人 権 の 花 が 大 き く
育ってくれることを
願っています。

ひとり親家庭等医療費給付制度 人権の花運動を行いました

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

＜８月スケジュール＞
地域子育て支援センター「らんらんる～む」

楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！親子 de

期	日 場所等活	動	内	容

8/		4（水）

8/11（水）

8/18（水）

8/25（水）

8/26（木）

フィンガーペインティング～プール・水あそび
　作って遊ぼう：くねくねへび
金魚すくいごっこ
　作って遊ぼう：金魚のモビール
どろんこあそび
　作って遊ぼう：ペットボトルの花びん
サッカーごっこ
　作って遊ぼう：パスタのブローチ
＜子育て講座＞「親子スイミング」
講師：田沢真智子先生（AFFAエアロビクスインストラクター）
　　　小鹿麻美先生（水泳コーチ）
・限定10組の親子（要予約）※定員になり次第締め切りとさせていただきます。
・水着、帽子、バスタオル、飲み物等各自ご持参ください。
【申込】8月6日（金）までに申込用紙に料金を添えて「ら
んらんる～む」までお申し込みください。（申込用紙は、
らんらんる～む、保健福祉課にあります）

・場　所　階上保育園（保育園向か
　い側駐車場をご利用下さい）
・時　間　10:00～ 12:00
・参加費　子ども1人につき100円

・場　所　町民温水プール（石鉢ふ
　れあい交流館隣）
・時　間　10:00～ 12:00
・参加費　子ども１人につき100円
・プール利用料 /1 人
　大人	400円、子ども	100円、
　付き添い	50円

子育てサークル「にこにこクラブ」は8月お休みです。

7月の日程は広報6月号に掲載しています。

【問い合わせ】
　保健福祉課健康増進グループ　　　　　☎88-2219
　階上保育園（地域子育て支援センター）☎89-2302

【問】町民課戸籍住民グループ　☎ 88-2119



広報はしかみ　２010・７⓭

あおぞらテニスコートが
        オープンしました
旧中央保育所跡地に「あおぞらテニスコート」がオープンしました。

健康増進やコミュニケーションの場としてご活用ください。

【協力】階上町水産経営アドバイザー　熊谷 登 氏

　階上町は、海と山の豊
かな自然に恵まれた、ア
ウトドア、食の宝庫。
　海に山に階上式の楽し
み方を紹介していきます。

　梅雨が明けると、秋サケ漁、イカ釣り漁などが
最盛期を迎え、浜は活気付きます。夜のとばりに
見えるイカ釣り漁の漁火は、幻想的な夜景を醸し
出します。
　八戸市出身の作家、三浦哲郎氏の「海村異聞」
の舞台に登場する小舟渡の廿一平は、毎年７月に
開催される「いちご煮祭り」
の会場にもなっています。
　この磯伝いの遊歩道は整
備され、散策のお薦めコー
スのひと
つです。

　梅雨の晴れ間を見て浜の散策に出かけましょう。
階上町と洋野町との境を流れる廿一川は、青森・岩
手両県の漁業権境を決める歴史的な川でした。
　河口の陸側の縣堺石の基部から「堺」と刻まれ、
海の中から頭を出している太鼓石との見通し線が、
両県漁業権境となっています。

浜辺の散歩道

漁業の歴史「堺石」

三浦哲郎文学の舞台

OPEN!
概　要

使用料

利用申し込み

■コート数　3 面（クレーコート）
■利用時間　9:00 ～ 21:00
■休 場 日　毎週月曜日および 11 月 1 日から翌
　年の 3 月 31 日まで
　※駐車場は、民俗資料収集館前または旧学校給
　　食センター前をご利用ください。

　予約の上、使用許可申請書を下記まで提出くだ
さい。（申請書は町ホームページからもダウンロー
ドできます）
　　教育課社会教育グループ　☎ 88-2698
　　　　　（受付時間　9:00 ～ 17:00）　

区　　　分
一般

（大学生含）

1コート
1時間につき

夜間照明
（1コート・1時間につき） 100円

町民利用	 200円	 100円

町民以外の利用	 300円	 200円

高校生
以下

テニス
コート

駐車場

階中

旧給食セ

至洋野町

至八戸市

赤小

役場

国
道
45
号

資料館

階上分署
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ま
た
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ま
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く
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経

営
ア
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ザ
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戸
大
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前

山
総
一
郎
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協
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ま
ち
づ
く
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で
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激
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け
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体
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な
課
題
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い
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助
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ま

し
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。

　

こ
の
懇
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通
じ
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策
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し
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「
ま
ち

づ
く
り
地
区
計
画
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な
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に
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に
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強
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よ
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魅
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あ
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す
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、
町
内
四
カ
所
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域

懇
談
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催
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ま
し
た
。

　

今
後
十
年
間
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第
四
次
総
合
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興
計
画
に
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て
、
将
来
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の
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う
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政
状
況
に
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地域懇談会の様子
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、
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思
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図
書
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発
行
で

き
ま
す
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で
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い
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行
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︶

　

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
チ
キ

ン
ラ
イ
ス
や
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス

ト
、
マ
カ
ロ
ニ
グ
ラ
タ
ン
な
ど
、

身
近
に
あ
る
食
材
で
簡
単
に
作
れ

る
調
理
法
が
満
載
！
（
全
十
巻
）

『ひとりでできるもん！』
平本ふく子 監修

金の星社

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9 ～ 17 時（月～金）
　　　　　※土曜は 15 時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

在宅介護・入所相談等
介護に関するお悩みお受けいたします
〒039−1212
青森県三戸郡階上町蒼前西２丁目９ー９８８
Te l. ０１７８−８８−２５９５
Fax. ０１７８−８８−２５９６

『とっておきの詩』
村上しいこ 作
PHP 研究所

『おもしろふしぎ　
　日本の伝統食材』
おくむらあやお　作

農文協

介護のことなら臥牛苑へ
臥牛苑居宅介護支援事業所

ご利用者を募集中ですご利用者を募集中です

88−1461
お問い合せは特定非営利活動法人

双松福祉会（階上小学校近く）

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す 

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　

  

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美

『おもしろふしぎ　
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階
上
の
魅
力
を
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信
―
。
地
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光
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。
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で
、
道
の
駅
の

建
設
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
県
内
に
先
駆
け

て
登
録
し
た
こ
と
も
あ
り
、
話
題

性
、
Ｐ
Ｒ
効
果
も
高
く
、
結
果
的

に
良
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
当
時

の
町
担
当
者
。

　

平
成
五
年
に
生
産
物
直
売
所
、

六
年
に
ト
イ
レ
、
駐
車
場
を
暫
定

開
所
、
平
成
七
年
に
物
産
館
と
レ

ス
ト
ラ
ン
、
芝
生
広
場
を
加
え
、

全
面
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
財
団
法
人
は

し
か
み
町
産
業
振
興
会
を
設
立
、

平
成
十
八
年
か
ら
は
指
定
管
理
者

制
度
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
場
者
数
東
北
一
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
道
の
駅
は
し
か
み
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
、
観
光
客
、
地
元
住

民
が
日
々
訪
れ
、
ま
さ
に
「
に
ぎ

わ
い
」
の
広
場
。
階
上
の
新
鮮
な

農
産
物
、
海
産
物
な
ど
の
物
産
販

売
、
実
演
販
売
、
旬
の
食
材
を
食

べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
階

上
の
〝
顔
〟
そ
の
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

煮
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
各
自
治
体
で
も
地

元
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ
始
め
た
時
期

で
、
町
は
、
下
田
町
（
現
お
い
ら

せ
町
）
の
鮭
ま
つ
り
な
ど
を
参
考

に
、
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
。
後

援
団
体
の
漁
協
、
商
工
会
、
観
光

協
会
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
企
画
、
準

備
、
当
日
の
運
営
な
ど
初
の
試
み

地
域
資
源
を
活
用
し　

階
上
を
Ｐ
Ｒ

町制 30 年をふり返る

はしかみ物語

4

1	第１回いちご煮祭り。会場の廿一平の芝生は、大勢の人で埋
めつくされた。いちご煮のほか、アサリ拾いの磯牧場や海産
物の出店、素もぐりをして採ったウニ、アワビをその場でい
ちご煮に調理する実演なども行われ、大にぎわいだった

2	道の駅全面オープンに先駆けて行われたセレモニーでのテー
プカット。敷地面積約1.5㌶、事業費は、約8億3300万円
をかけ、３年がかりで完成。全国各地に誕生した、その地域
ならではの「道の駅」は、3月1日現在で、全国に936駅、
県内に27駅となった　

1

2
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お知らせ Information 
　

夏
は
食
中
毒
が
多
発
す
る
季
節

で
す
。
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
は
、
海

水
中
に
生
息
し
、
魚
や
貝
、
イ
カ

等
の
魚
介
類
に
付
着
し
、
低
温
や

真
水
に
弱
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

■
防
止
対
策

①
購
入
時
は
、「
生
食
用
」
等
の

食
品
表
示
を
確
認
し
、
帰
宅
ま
で

食
品
を
な
る
べ
く
冷
や
す
。

②
帰
宅
後
は
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
に
入
れ
る
。
ま
た
、
汁
等

が
漏
れ
な
い
よ
う
に
密
閉
容
器
等

に
入
れ
る
。

③
調
理
の
際
は
、
魚
介
類
用
の
包

丁
、
ま
な
板
を
区
別
し
て
使
用
す

る
。
使
用
後
は
水
道
水
の
流
水
で

十
分
に
洗
浄
し
、
さ
ら
に
熱
湯
で

消
毒
す
る
。

④
調
理
後
の
食
品
は
す
ぐ
食
べ
る

（
刺
身
等
は
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
て

２
時
間
以
内
）。
刺
身
や
寿
司
が

入
っ
た
仕
出
し
料
理
等
は
、
す
ぐ

食
べ
る
よ
う
に
し
、
持
ち
帰
ら
な

い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼　
　
　
　
　
　

　

青
森
県
健
康
福
祉
部
保
健
衛
生
課

　

☎
０
１
７
︵
７
３
４
︶
９
２
１
４

　

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
善
意
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

８
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

①
10
時
～
12
時

　
　
　
　

②
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

階
上
町
役
場

■
内
容　

２
０
０
、４
０
０
ml
献
血

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
︵
８
８
︶
２
６
４
１

　

出
入
国
の
管
理
行
政
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
入
国
警
備
官
を
募
集

し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
20
日
（
火
）
～
７
月
27
日

（
火
）

②
郵
送
ま
た
は
持
参

　

７
月
20
日
（
火
）
～
８
月
３
日

（
火
）

■
１
次
試
験　

９
月
26
日
（
日
）

■
採
用
予
定
人
員　

約
50
人

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

　

☎
０
２
２
︵
２
５
６
︶
６
０
７
６

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.jp/

m
oushikom

i.htm
l

求
む
！
君
の
勇
気
と
正
義
感

■
受
験
資
格

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
。
た
だ
し
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
ま
た
は
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

大
学
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
。

■
受
付
期
間

　

８
月
９
日
（
月
）
～
９
月
３
日

（
金
）

■
第
一
次
試
験

　

９
月
26
日
（
日
）

　

青
森
市
、
八
戸
市
、
弘
前
市

■
採
用
予
定
人
員　

未
定

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

八
戸
警
察
署

　
　
　
　

☎
︵
４
３
︶
４
１
４
１

　

階
上
交
番

　
　
　
　

☎
︵
８
８
︶
２
０
２
２

22
年
度
入
国
警
備
官
採

用
試
験
（
高
卒
程
度
）

募集

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う

お知らせ

献
血
を
お
願
い
し
ま
す

  

あ
な
た
の
暖
か
い
贈
り
物

お知らせ

町制施行 30 周年記念

夏の夜のひとときを心ゆくまで楽しみませんか！

7月は「社会を明るくする運動」強調月間です

階上町盆踊り大会開催！
参加チーム大募集 !!

■日　時　8 月 22 日（日）　18:00 ～ 21:00
■場　所　ハートフルプラザ・はしかみ前駐車場
■主　催　階上町盆踊り愛好会
■出場資格　町内在住または出身者
■申し込み
　７月 28 日（水）までに
①チーム名②人数
③代表者名④連絡先を
阿部栄子（☎ 88-2047）
までお申し込みくださ
い。

　この運動は、昭和 24 年、更生保護制度の思想
に共鳴した有志により実施された運動で、今年 60
回を数えます。
　当町では、安全・安心な社会を築くため、毎年
推進大会を開催しています。

【問】町民課　戸籍住民グループ　☎　88-2119

町民の皆さまの
ご参加をお待ちしています

社会を明るくする運動推進大会

＜社会を明るくする運動推進大会＞

■日　時　7 月 14 日（水）　13:30 ～
■場　所　道仏中学校体育館

警
察
官
Ｂ
（
男
女
）

募集
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お知らせ Information
■
テ
ー
マ
・
募
集
内
容

①
ボ
ク
と
ワ
タ
シ
の
新
幹
線
（
新

幹
線
に
乗
せ
る
あ
な
た
の
夢
を

４
０
０
字
以
内
、
県
内
小
中
学
生

限
定
）

②
私
の
青
森
駅
（
青
森
駅
に
ま
つ

わ
る
思
い
出
を
８
０
０
字
以
内
、

全
国
公
募
）

■
応
募
規
定
等

・
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４

判
サ
イ
ズ
に
１
行
20
字
で
縦
書

き
。

・
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま

す
。（
一
人
に
つ
き
一
作
品
）

■
募
集
締
切

　

８
月
31
日
（
火
）

■
応
募
方
法

　

題
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
職
業
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

各
テ
ー
マ
係
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
編
集
会
議

　

☎
０
１
７
︵
７
８
２
︶
１
２
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

http://aom
ori-ec.jp

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

■
出
願
締
切　

８
月
31
日
（
火
）

■
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下
さ

い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
２︵
３
８
︶０
５
０
０

　

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

  

☎
︵
７
０
︶
１
６
６
３

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

http://w
w

w
/ouj.ac.jp

■
募
集
内
容

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含

む
）
男
女
40
人

■
概
要

　

船
員
の
養
成
、
４
級
海
技
士
取

得
、
就
業
年
限
２
年
、
授
業
料
年

間
７
万
２
千
円
、
学
生
寮
完
備

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
７
月
24
日
（
土
）
、
９
月
４
日

（
土
）

・
体
験
航
海
、
体
験
授
業
、
個
別

相
談
会
な
ど

■
そ
の
他

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
学
校

見
学
（
随
時
）
に
参
加
す
る
と
、

Ａ
Ｏ
入
学
試
験
の
受
験
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大

学
校
教
務
課

　

☎
０
１
９
３︵
６
２
︶５
３
１
６

http://w
w

w
/m

iyako.m
tea.

ac.jp

第
７
回
階
上
町
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募集

東
北
新
幹
線
青
森
駅
開
業

記
念
エ
ッ
セ
イ
・
作
文

募集

放
送
大
学
第
２
学
期

（
10
月
生
）
募
集

募集

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期

大
学
校
学
生

募集

はしかみの自然満喫！

■スケジュール

14:00
　
16:30

16:30
　
20:00

18:00
　
21:00

梅もぎと梅漬けづくり（金山沢ふる里河川公園集合）
＜梅1kgのお土産付き！＞
■持ち物　長袖、長ズボンの作業着、長靴、雨合羽
■参加費　中学生以上1,000円、5歳～小学生500円

ほたるまつり会場へご案内（散策等自由行動）

ほたるまつり（田代　土橋美智子さん宅集合）
～オカリナの調べと無農薬ハーブ豚と旬の野菜を味わいながら～
■参加費　中学生以上1,500円、5歳～小学生1,000円
■持ち物　懐中電灯

■申し込み
　7 月 16 日（金）までに①氏名②年
齢③参加する行事④連絡先（電話・
FAX）を下記までお申し込みくださ
い。

＜申し込み先＞
はしかみグリーン・ツーリズム協議会長

土橋美智子  TEL・FAX 88-2790

参加者募集
　緑豊かな自然、川のせせらぎ、小
鳥のさえずりの中で、自然が育んだ
梅をもいで、あなただけの梅漬け作
りにチャレンジ！
　夜は、ほたるの魅惑の世界へご招
待します。

　梅もぎと梅漬けづくり
　　＆ばばちゃのお店のほたるまつり
期日：7月18日（日）

～

～

～

先着20人
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消防情報 交番情報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　

毎
年
海
や
川
な
ど
の
事
故
で
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

■
21
年
７
～
８
月
の
水
難
状
況

　

10
件
10
人
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、
６
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

・
海　
　

８
件
、
８
人

　
　
　
　

（
う
ち
、
死
亡
５
人
）

・
河
川　

１
件
、
１
人

　
　
　
　

（
う
ち
、
死
亡
１
人
）

・
池　
　

１
件
、
１
人

　

夏
は
、
一
年
で
最
も
水
の
事
故

が
多
い
季
節
。
注
意
事
項
を
守

り
、
楽
し
い
夏
に
し
ま
し
ょ
う
！

■
泳
ぐ
時
の
注
意

①
休
憩
を
一
定
時
間
と
り
、
泳
者

に
も
守
ら
せ
る
。
（
休
憩
時
間
中

に
溺
者
が
い
な
い
か
確
認
す
る
）

②
悪
ふ
ざ
け
や
、
お
ぼ
れ
た
ま
ね

は
絶
対
に
し
な
い
。

③
指
導
者
、
監
視
者
の
指
示
・
注

意
を
守
る
。

④
監
視
者
は
一
緒
に
泳
が
ず
、
監

視
に
集
中
す
る
。

　

階
上
分
署
は
、
七
月
一
日
、
青

森
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
た
、
消

防
救
助
技
術
青
森
県
大
会
の
ロ
ー

プ
応
用
登
は
ん
競
技
に
出
場
し
ま

し
た
。

■
遊
泳
中
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
注
意
点

・
遊
泳
禁
止
の
立
て
看
板
が
あ
る

場
所
や
岩
場
、
潮
の
流
れ
の
早
い

場
所
で
は
絶
対
に
泳
が
な
い
。

・
保
護
者
は
、
水
遊
び
を
し
て
い

る
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
風
の
強
い
日
や
波
の
高
い
日
は

泳
が
な
い
。

・
自
分
の
泳
ぎ
を
過
信
し
な
い
。

・
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
に
し
な

い
。

・
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を

す
る
。

　

階
上
町
勤
務
は
三
十
数
年
ぶ
り

二
回
目
。
事
件
、
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
、
予
防
活
動
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
、
海
と
山
の
幸

も
堪
能
し
た
い
で
す
。

⑤
潮
流
、
波
、
天
候
の
変
化
な
ど

に
注
意
す
る
。

⑥
泳
ぐ
前
、
泳
い
だ
後
の
人
数
を

確
認
す
る
。

⑦
水
泳
場
で
の
解
散
は
し
な
い
。

（
解
散
後
一
人
で
水
に
入
り
、
事

故
を
起
こ
す
事
例
が
多
い
）

　

六
月
一
日
の
八
戸
広
域
地
区
予

選
で
勝
ち
抜
い
た
、
二
組
四
人
が

出
場
し
、
う
ち
一
組
が
入
賞
し
ま

し
た
。
惜
し
く
も
全
国
大
会
出
場

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
々
の
訓

練
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
水
難
事
故
を

　
　
　
　
防
止
し
よ
う

水
の
事
故
の
な
い

　
楽
し
い
夏
に
向
け
て

救
助
技
術
の
向
上
に

　
　
　
つ
と
め
て
い
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
―
交
番
新
職
員
紹
介
―

●平成 22 年階上町交通事故発生状況
５月31日現在

死亡事故ゼロ連続日数

前年同期比増減

発生件数

死　　者

傷	者	数

15

0

19

＋ 1

±	0

＋ 2

1004日

田代駐在所

髙
こうさか

坂優
ゆういち

一　巡査部長

事件は 110 番へ
階 上 交 番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

訓練をする階上分署員。高さ15
メートルの到達点まで、器具を
使わずロープのみで登り、安全
確実性と速さを競う。（標準タイ
ム16秒）

おわびと訂正

　６月号18ページ、
消防情報の今年の火
災発生件数について、
「８件」とありますが、
正しくは「７件」の誤
りです。
　訂正しておわびい
たします。
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日
当
た
り
の
よ
い
林
縁
や
河
原

な
ど
に
生
え
る
多
年
草
。
根
は
肥

大
し
、
デ
ン
プ
ン
が
貯
蔵
さ
れ
て

い
る
。

　

特
徴
は
、
葉
の
脇
か
ら
伸
び
た

花
柄
（
か
へ
い
）
に
蝶
形
の
花
が

穂
状
に
集
ま
っ
て
、
下
か
ら
上
へ

と
咲
く
。
花
弁
は
、
濃
赤
紫
色
。

　

一
八
七
六
年
に
、
日
本
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
種
子
が
運
ば
れ
、
利
用

さ
れ
た
が
、
繁
殖
力
が
強
く
、
現

在
で
は
増
え
す
ぎ
て
、
困
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。

　

ク
ズ
の
名
は
、
産
地
名
か
ら

「
国く

栖ず

の
蔓か

ず
ら

」
が
「
国く

ず栖
蔓か

ず
ら」
と

な
り
、「
国く

ず栖
」
と
略
さ
れ
「
葛く

ず

」

の
字
を
あ
て
た
と
い
う
。
ク
ズ
は
、

葛
粉
と
し
て
食
用
、
葛
根
と
し
て

薬
用
に
、
葛
布
と
し
て
衣
服
に
利

用
さ
れ
て
き
た
。

　

地
方
名
に
、
ウ
マ
ノ
オ
コ
ワ
、

ウ
マ
ノ
ボ
タ
モ
チ
な
ど
が
あ
る
。三色があでやかに映える花

ク
ズ
（
ま
め
科
）

有
　
谷
　
　
　
升

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
十
）

＜254＞

◇199◇

　

猶な

ヲ
北
へ
浜
を
行
き
て
魚
屋
あ

る
所
に
て
小
川
を
渡
り
て
絶
壁
数

十
、
岩
薄
く
青
く
ぞ
あ
り
ぬ
、
是こ

レ
を
丑う

し

の
方
（
北
北
東
）
へ
廻
り

行
き
て
久く

き木
村
、
家
三
十
軒
斗
り

東
の
出
崎
也
、
久
木
よ
り
坂
を
登

り
行
き
て
家
二
軒
有
り
、
爰こ
こ

を
も

見
崎
と
号
す
。
左
右
共
に
馬
あ
り

て
南
部
侯こ
う

の
牧
な
り
、
北
へ
山
の

平た
い
らか

な
る
を
行
き
て
下
り
、
ま
た

捜さ
が

す
、
小こ

そ
で袖

村
庄
屋
、
三
右
衛
門

所
に
着
き
て
宿
ら
ん
と
す
。
留
守

な
れ
ば
泊
る
事
な
ら
ぬ
、
野
田
の

玉
川
よ
り
久
木
ま
で
小
道
二
十

里
、
久
木
よ
り
是こ

レ
ま
で
五
里
、

家
数
二
十
軒
余
り
皆
漁
家
也
、
飢

年
に
も
二
、三
軒
の
ミ
減
ぜ
り
と

ぞ
、
家
「
こ
き
た
な
き
」（
き
た

な
い
）
事
、
言
語
に
も
筆
に
も
及

ば
ず
、
大
イ
な
る
巌
石
海
に
望
ミ

て
鳩
の
如
く
見
ゆ
、
畳
に
※

つ
づ

れ
抔な
ど

着
て
寝ね

侍は
べ

る
。

　

初
霜
を
読
め
る
歌　

正
之

　

山
人
の
行
き
来
も
見
え
ぬ

　
　

一
ツ
橋　

　

我
ひ
と
り
踏
む
今
朝
の
初
霜

十
七
日
、
曇
る
、
顕け
ん
び妣

（
な
く
な
っ

た
母
）
を
拝
し
奉
る
。
稗ひ
え
め
し飯

を
食

す
。
是こ

レ
よ
り
八
日
町
ま
で
小
道

二
十
里
と
い
う
、
変
尾
の
崎
は
亥い

子ね

の
間
に
見
ゆ
、
小こ

そ
で袖
よ
り
山
を

越
ゆ
、
右
に
滝
有
り
、
山
三
ツ
越

え
て
西
へ
行
き
大
尻
村
、
家
十
軒

飢
年
八
軒
減
ン
ぜ
し
と
ぞ
、
山
を

下
り
海
辺
岩
を
攀よ

ぢ
て
行
き
二ふ

タた

子ご

村
家
十
七
軒
、
是こ

レ
よ
り
浜
を

行
き
又
塩
釜
二
ツ
有
り
長
内
の
分

也
、
艮
う
し
と
ら（

北
東
）
に
麦
尾
（
麦
生
）

の
崎
、
北
の
方
十
四
、五
丁
、
久

慈
の
湊
也
、
湊
よ
り
東
へ
さ
し
出い

て
た
る
崎
、
即
ち
麦
尾
（
麦
生
）

と
い
う
、
長
内
を
経
て
か
り
橋
を

渡
り
て
久
慈
八
日
町
酒
店
に
入
り

て
飲
ミ
ぬ
、
小
袖
よ
り
西
に
来
る
。

※	

つ
づ
れ
＝
破
れ
を
縫
い
つ
く
ろ
っ
た

衣
。
つ
ぎ
を
多
く
あ
て
た
着
物
。
ぼ
ろ
。
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年金事務所で迅速に記録を回復できる基準が新たに追加されました

厚生年金　－標準報酬月額の改ざんの疑い－

厚生年金　－脱退手当金の誤った支給記録－

国民年金　－ 2 年以下の記録もれ－

6 カ月以上さかのぼって標準報酬月額が大きく引き下げられている記
録が事実に反していると疑われるなどの条件を満たす場合

・昭和49年まで発行されていた厚生年金の被保険者証に、脱退手当金
　を支給した表示（○脱 ）がないなどの条件を満たす場合
・脱退手当金の支給日より前にその計算基礎にされていない厚生年金
　の期間があるなどの条件を満たす場合

保険料納付記録がもれていると思われる期間が 2 年以下であって、そ
の他の期間は納付済みであるなどの一定の条件を満たす場合

＊このほかにも、回復基準がありますので、お問い合わせください。

※ジェットシューター：背負いしき消火水のう。約18リットルの水が入り、林野火災など水利の
　悪い場所で、背負いながら消火して歩きます。

【問い合わせ】
　八戸年金事務所
　　　　　　　☎43-7369
　町民課
　　戸籍住民グループ
　　　　　　　☎88-2119

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

消防団ＯＢ会がジェットシューターを寄贈しました
　消防団の分団長以上を経験した OB により結成される階上町消防団 OB 会（大前
典男会長）が、このほど、現役分団にジェットシューター 2 基を寄贈しました。
　会員がそれぞれ会費を出し合って行うこの寄贈は昨年より始まり、現役団員か
らも大変ありがたいと好評です。
　後輩団員を支援してくださる気持ちに応えるべく、大切に使用させていただき
ます。

編集後記

戸籍の窓

（父の名・母の名）　 （年齢・地区名）

　５月、６月のイベントは梅
雨の合間をぬうかのように、
青空が広がり、天候に恵まれ
ました。万全の体制で臨んだ
はずの取材が、手だけこんが
り、くっきりと日焼け。皆さ
んも、日焼け対策はぬかりな
く…。 （田中）

小 松 義 治
番　澤　安希子

髙　山　吉太郎
木 村 ま つ
鳩　　 寅 吉
佐 藤 正 義
坂　　 恵 美
田　中　要次郎
大久保　喜　道
田 端 カ ク

（耳ケ吠西）
（洋 野 町）

（79・道　仏）
（88・道　仏）
（84・平　内）
（91・駅　前）
（ ２・赤保内）
（88・石　鉢）
（62・耳ケ吠西）
（93・耳ケ吠西）

地区

（希望者の分を掲載しています）

（住所または元の本籍）

消えた年金問題 年金記録の回復が早くなります

平成22年6月受付分（敬称略）

前途を祝福します

８月２日㊊
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料
　　　　      の納期限です。
忘れずに納めましょう。

【問】町民課税務グループ　☎ 88-2114

第 2 期
第１期
第１期
第１期

人口と世帯数
平成22年 7月 1日現在

総人口
男
女

世帯数

14,702 人
7,369 人
7,333 人

5,669 世帯

（－11）
（＋ 1）
（－ 12）
（－ 1）

藤 丸 空 良
小笠原　悠　翔
荒 谷 皐 太
松 森 世 那
坂　本　　蓮　
一野邊　史　彦
甲 田 聖 虎
高 階 遥 仁
小 幡 陽 稀
田 畑 凌 玖
仲　村　　倫　
秋 山 実 広

（隆　宏・昭　子）
（博　文・香奈子）
（正　幸・昭　子）
（達　仙・佳奈子）
（祐　大・望　美）
（　崇　・かおる）
（秀　範・奈津佳）
（智　也・真由美）
（昌　史・　香　）
（智　啓・真紀子）
（　諒　・亜　季）
（篤　史・彩　子）

石　鉢
石　鉢
耳ケ吠西
荒　谷
蒼　前
野場中
蒼　前
耳ケ吠西
石　鉢
角柄折
野場中
野場中

そ　　　ら

ゆ　う　と

こ　う　た

せ　　　な

れん

ふ み ひ こ

き よ と ら

は　る　と

は　る　き

り　　　く

りん

み　ひ　ろ
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７月
剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

燃やせないごみ収集日（全地区）

固定資産税第 2 期納期限

国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療

保険料第 1 期納期限

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

防犯球技大会（～ 4 日）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

燃やせないごみ収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

1

2

3

4

5
6
7
8
9

10

11

12
13
14
15

日

月

火

水

木
金
土
日
月

火

水

木
金
土
日

８月

CALENDAR ７月16日（金）～８月15日（日）CALENDAR

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

ごみ収集日の地区区分

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

土・日・祝日および17:00 以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

中央・
西部地区

東部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代
晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

課名・グループ名等

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局

１
階

２
階

直通電話番号
88-2129
88-2114
88-2119
88-2219

88-2115・2641
88-2049
88-2946
88-2112
88-2113
88-2116
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

総 務 グ ル ー プ
企画財政グループ
産業振興グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

戸籍住民グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ

町 民 課

保健福祉課

総 務 課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

３階

賦課
収納

税　　務
グループ

○ごみは、収集日に
4 4 4 4

、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝８時までに出してください。
○ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
はしかみキャンパス公開講演会（ハートフルプラ
ザ 14:00～ シドニーオリンピック代表 川嶋伸次氏）
町内駅伝競走大会
北奥羽総合体育大会（八戸市主会場）
剣道クラブ（町民体育館  10:00～12:00）
海の日
燃やせないごみ収集（全地区）は休み
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
粗大ごみ収集日（東部地区）
1学期終業式（中学校）
合同相談（ハートフルプラザ 13:00～15:00）
教育相談（ハートフルプラザ小会議室 13:00～16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30～19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）
1学期終業式（小学校）
乳児健康診査（H21.8.1～21.10.31生まれ、
ハートフルプラザ12:30～14:30）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
いちご煮祭り（～25日　廿一平）
北奥羽総合体育大会（～25日　八戸市主会場）
剣道クラブ（町民体育館 10:00～12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00～16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30～19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
 
県民体育大会（～8月1日　五所川原市主会場）

16

17

18

19

20

21

22
23

24

25
26

27

28

29
30
31

金

土

日

月

火

水

木
金

土

日
月

火

水

木
金
土

不法投棄は禁止されています
　不法投棄した場合、5年以下の
懲役または1千万円以下の罰金に
処せられるなど厳しい罰則が設け
られています。
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